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横田基地で６月３日、米海軍・第１３８電子飛行隊所属のＥＡ-１８Ｇグラウ

ラーによるアレスティング・ワイヤーのテストが行われた。 
 

アレスティング・ワイヤーとは、滑走路上に飛行機の進行方向に横向きに

張られたワイヤーで、飛行機に装備されたフックに引っ掛けることで急激

に減速し、短距離で停止させるもの。正常に牽引する力を確かめるテスト

は、年に１度行われている。 
 

（写真１）滑走路上に張られたアレスティング・ワイヤーを機体のフックに

引っかけて急停止するＥＡ-１８Ｇグラウラー。フックを正確にワイヤーに

引っかけて着陸するには高度な操縦技術が必要とされる。 

 
(Photo by Yasuo Osakabe)  

（写真３）アレスティング・ワイヤーのテストに伴い、横田基地第３７４施設

中隊発電部と消防署、第３７４運用支援中隊飛行管制小隊は航空機緊

急着陸を想定した即応訓練を行った。 
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（写真２）ＥＡ-１８Ｇの機体尾部下方に取り付けられた制動用拘束フックを

確認する第１３８電子飛行隊の海兵。 
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